


 1 / 2 

 

特 記 仕 様 書 
 

Ⅰ 総 則 

   本仕様書は，タコ壺型魚礁沈設工事の施工に関する事項を示すもので，この仕様書に

記載されていない一般事項は「三原市請負工事請負契約約款」「広島県土木工事共通仕様

書(令和３年８月)」「漁港漁場関係工事共通仕様書(平成 30 年５月)」及び設計図書内に

記載されている事項によるものとする。 

 

Ⅱ 特記仕様事項 

 １ 工事の目的 

   本工事は，マダコ及びその他の魚類を対象とする魚礁漁場を人工的に造成し，漁船漁

業による生産力の増大を図るものである。 

   本工事に使用する構造物は，別添「参考図面」と同等の機能を有する魚礁とする。 

 

 ２ 施工場所 

   三原市幸崎能地四丁目 地先（別添「位置図，沈設範囲図，標準配置図，標準断面図」

のとおり。） 

 

 ３ 構造物の積込等ヤード 

  (1) ヤードは，三原市幸崎能地四丁目 4148-11 の能地漁港内を見込んでいる。（別添「運

搬距離図」のとおり。） 

  (2) ヤード使用後は整地をして使用前の状態に戻すこと。 

 

 ４ 浮標等の設置 

  (1) 浮標等の設置にあたっては，監督員･漁協組合員の立会いのもとで基点を設置した  

後に沈設範囲を測量し，浮標等を設置すること。なお，工事完了後は速やかに浮標

等を撤収すること。 

  (2) 浮標等は，海上において視認しやすく，かつ工期中波浪及び潮流に十分耐えうるも

のを設置すること。 

 

 ５ 魚礁の沈設方法 

魚礁はクレーンで吊り上げ，海底に完全に着底したことを確認した後にワイヤーロー

プを取り外すこと。 

 

 ６ 安全対策 

本工事施工にあたっては，地元関係者･漁業組合等とも連絡を計るとともに，水陸交通

等公衆に迷惑を及ぼさないよう気象･海象･交通･航行の状況をあらかじめ調査し，標識･

防護柵等の設置など安全対策を行うこと。また，本工事施工にあたっての警戒船の配備

については，「警戒船配備に関する特記仕様書」のとおりとする。 

 

 ７ 事前調査 

   事前に指定した範囲（100ｍ×50ｍ，20ｍ間隔）を音響測探機により深浅測量を行い，

測深結果を提出する。 
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